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企業版ふるさと納税制度活用による官民共創プロジェクト推進 
宮古島市と覚書を締結 

 
 

 

 
三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：池田 雅一、以下 MURC）は、

沖縄県宮古島市（市長：座喜味 一幸）と、企業版ふるさと納税制度（人材派遣型）を活用した官民共創プロジェクト（「せ

んねんプラットフォーム」の社会実装）に取り組むにあたり、覚書を締結しました。 
この覚書は、宮古島市と MURC が複数年度にわたり、安定的かつ継続的な協力関係を構築することにより、同市の

「エコアイランド宮古島推進事業」の 1 つに位置付けられた「せんねんプラットフォーム」の社会実装の取り組みを、協働で

推進することを目的としたものです。なお、MURC は、地方公共団体の政策立案支援に取り組むシンクタンクとしてそのノ

ウハウを最大限に活かした貢献を果たす観点から、人材派遣型による職員（研究員）の派遣を行います。 

（写真）前列右から 宮古島市 座喜味 一幸市長、MURC 代表取締役社長 池田雅一 

後列左から 3 人目 宮古島市企画政策部エコアイランド推進課 髙原悠（MURC からの派遣職員） 

 
1. 趣旨・背景 

宮古島市は、沖縄県の南西部に位置し、大小 6 つの島で構成されています。島全体がおおむね平坦で、山岳部

が少ないことから大きな河川もなく、生活用水等のほとんどを地下水に頼っています。こうした地域特性の中で、宮古

島市は地下水を守ることと環境づくりのため、2008 年に「エコアイランド宮古島宣言」 iを発表しました。 

その後、2018 年に更新した「エコアイランド宮古島宣言 2.0」iiでは、2030 年および 2050 年に目指すべきエコアイ

ランド宮古島の姿を 5 つのゴールとして設定し、「千年先の、未来へ。」をビジョンとした持続可能な島づくりに取り組ん

でいます。この一環として、2019 年度からは環境省が推進する「地域循環共生圏」の創造に取り組み、「エコアイランド

宮古島宣言 2.0」のビジョン実現に向けて市民、民間事業者、行政が協働・共創するプロジェクトを生み出し、支援して

いくプラットフォーム（以下、せんねんプラットフォーム）づくりを進めています。 



 

一方、MURC は、「地域循環共生圏」の創造に取り組む地域・団体を支援する環境省事業「環境で地方を元気に

する地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業」の受託者構成企業として、2020～2021 年度の 2 カ年にわたり、宮

古島市の活動を伴走支援し、せんねんプラットフォームの立案に携わってまいりました。 

環境省による活動支援が 2021 年度で終わる見込みとなる中、宮古島市と MURC はせんねんプラットフォームの

社会実装に向けた活動の継続方法を模索してきました。その結果、宮古島市が引き続き推進する「エコアイランド宮古

島推進事業」の 1 つに位置付けられた「せんねんプラットフォーム」の社会実装に対し、MURC は企業版ふるさと納税

制度を活用した「官民共創プロジェクト」として参画することといたしました。 

 

2. 官民共創プロジェクト（せんねんプラットフォームの社会実装）の概要 
せんねんプラットフォームは、エコアイランド宮古島の実現に向けて持続可能性（環境、経済、社会）を高める事業

の創発や分析・提言ができるプラットフォームとなることを目指しています。プラットフォームは以下の 3 つの機能を備え

た組織とすることを想定し、令和 6 年度までの 3 カ年で機能実装、組織自立（法人化）の目途をつける計画です。 

①  事業創出の生態系づくり ： 市民発意と共感・共有の環境づくり、事業化の伴走支援 
②  資金支援 ： コミュニティファンドとして①の事業に対する資金支援の実施 
③  分析・提言 ： 適切なビジョンと指標の設定、地域の状態や事業効果の見える化 

宮古島市は 2021 年度からせんねんプラットフォームの社会実装に向けた自主事業に取り組んでおり、既に「①事

業創出の生態系づくり」のための企画・運営、伴走支援、ポータルサイト iiiの運用等を開始しています。 

MURC は研究員の派遣等を通じて、せんねんプラットフォームの自立化に向けた取り組みや、プラットフォームに

よる助成の取り組み、宮古島市におけるローカルシンクタンク機能の検討に参画していく計画です。 

 
3. 各組織の概要 
 宮古島市 

宮古島は沖縄本島から南西に約 300km、東京から約 2000km、北緯 24～25 度、東経 125～126 度に位置し、大小

6 つの島（宮古島、池間島、来間島、伊良部島、下地島、大神島）で構成されています。宮古島市の総面積は 204 平

方 km、人口約 55,000 人で、人口の大部分は平良地区に集中しています。 

「エコアイランド宮古島」では、毎年国際的規模のイベントである全日本トライアスロン宮古島大会、プロ野球のキャ

ンプ、各種スポーツ団体の合宿等が行われ、島全体が「スポーツアイランド宮古島」としても活気づいています。 

 

 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社 
三菱 UFJ リサーチ&コンサルティングは、三菱 UFJ フィナンシャル・グループ（MUFG）のシンクタンク・コンサルテ

ィングファームです。東京・名古屋・大阪を拠点に、国や地方自治体の政策に関する調査研究・提言、民間企業向け

各種コンサルティング、経営情報サービスの提供、企業人材の育成支援、マクロ経済に関する調査研究・提言など、

幅広い事業を展開しています。 
 
 
 

 
i 宮古島市「エコアイランド宮古島宣言」（2008 年 3 月）https://www.city.miyakojima.lg.jp/gyosei/ecoisland/sengen.html 
ii 宮古島市「エコアイランド宮古島宣言 2.0」（2018 年 3 月）https://www.city.miyakojima.lg.jp/gyosei/ecoisland/sengen2.html 
iii せんねんプラットフォーム公式ウェブサイト https://sennen-pf.com/ 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング株式会社 
コーポレート・コミュニケーション室  竹澤・梨子本 E-mail : info@murc.jp 
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